















































の傾向は著しくなった。昭和41年には，区内仁ド学校の学級数は 6学級(1 1お， 7学級(1校)， 8 
学級(1校)， 9学級(1校)， 10学級(3校)， 11学級(1校)， 12学級(1校〉という状態と
なった。こうした状態に対応して，区教育委員会では「区内公立学校適正配置審議会jを設けて，




o月島地区では，月島第 1中学校，月島第 2中学校，月島第 3中学校が統合した第 3中学校の 1
校が発足した。





















学校は学級数 10，生徒数 394名，第 2中学校は学級数 13，生徒数496名であった。
中央区立中学校の学級数，生徒数の推移
43年度 44年度 45年度 46年度 47年度 48年度
校名
学級人数 学級人数 学級人数 学級人数 学級人数 学級人数
第 l 中 10 394 10 359 9 334 9 340 2 365 9 402 
第 2 中 13 496 12 446 11 400 10 381 10 384 10 397 
第 3 中 18 706 17 667 17 655 17 645 17 691 17 720 
久松中 12 473 11 448 11 416 11 424 12 432 12 434 
日本橋中 7 241 6 226 6 197 6 202 6 217 6 198 
(特殊) ( 2) (13) (1) (11) ( 1) ( 8) (2) (16) (2) ( 18) ( 2) 17 
紅葉)1中 8 298 7 276 7 256 8 272 9 278 8 269 
49年度 50年度 51年度 52年度 53年度 54年度 55年度
校名
学級人数 学級人数 学級人数 学級人数 学級人数 学級人数 学級人数
第 1 中 11 430 11 435 11 409 10 409 10 361 10 357 
第 2 中 10 411 12 483 11 467 11 449 11 431 11 438 
(特殊} (1) ( 9) (1) (10) ( 1) ( 12) (1) (11) 
第 3 中 18 727 19 796 20 850 20 817 20 831 















第 l中学校 第 2中学校 銀座中学校
校 地 面 積 2.644 ni 4.994 ni 8.200 ni 
校舎延面積 3.752 ni 4.497 ni 10.817 ni 
運動場面積 750 ni 1，910 ni 5.000 ni 
体育館(講堂〉面積 338 ni 411 ni 1.400 ni 
































え方jであった。乙の方針が 3 第 1中学校長及びPTA会長，第 2中学校長及びPTA会長iζ示さ









(1) 学校教育法施行規則では中学校の標準学級を 12学級以上 18学級以下としているが，昭和
55年度において第 1中10学級，第 2中日学級で，今後，両校とも生徒の増加は望めず，
生徒数は漸減傾向になると推測される乙と















第 l中，第 2中の現運動場および体育館は，狭あいであるため， -j-分な体育指導が困難な
-76 -
状態にあります。




































































































































































(1) 第 2中学校の教育条件の整備について 一一略一一
(2) 新設中学校の建設について










後，両校の PTA代表，学校代表を含む「中央区立京橋地~新設中学校建設準備協議会j を 10月 12
Eliζ設置し， (1)施設建設に関する基本計画， (2)その他関連する事項について協議し，~教育委員会
に具申してきた。区教育委員会は 3 その具申内容を十分とり上げ新設中学校建設に反映させた。し
たがって，具体的に述べる紙数はないが， I南校PTAの要望や意見は殆んど実現されたといえる。
終りに
私が京橋地匿の新設中学校である銀座中学校の建設に参加し，関係者である区教育委員会， PT 
A，教師と真剣に話合ってきた。その体験を通して，強く，感じた乙との
第 1は，父母，保護者の地域の学校iζ対する強し 1愛情である。生徒にとって母校は生活し，成長
したj場所であり，多くの友人を得た場所である。だから，生徒は母校に対して限りない愛清をもっ
ている。それが愛校心である。愛校心があるからこそ，学校を立派なものにしよう 3 美しくしよう，
みんな立派な人になろうと激励し合うのである。そのような愛校心を育てることが教育であるとい
えよう。このような愛校心をもって卒業した生徒は，卒業してからも母校は立派な学校であってほ
しいと思い，心の拠り所ともなっている。そして思い出したとき，何時でも行くことのできる学校
が地域にある学校である。そこに地域の学校の意義がある。施設設備の立派な学校が建設されるの
はよいけれど，子どもの心の拠り所である母校がなくなるのは因るという複雑な心情と新設中学校
への不安や疑念と重複して，さまざまな質問や意見となって発言されていたのである。
第2は，区教育委員会の姿勢や態度である。このような計画を推進する教育委員会は 3 父母，保
護者の表面的な質問や意見の内容だけでなく，その内面的心情を十分理解し，対応lζ配慮すると同
時に》可能な限り，質問や意見の趣旨を反映させる努力が重要であると考える。
第3は，当該学校の教師の取るべき姿勢や態度である。教師も生徒の心情と向じであるが，学校
を愛する心情のおもむくま、に，教師の職分を逸脱した言動は!援に慎しまなければならない。教師
の立場を明{誌にして，適正な行動をとることが重要である。乙乙l乙乙そ校長の毅然とした指導力が
発押されなければならないという乙とである。
この記録は私の体験を卒直lζ，ありのま、を記したものである。いまだに私のとった態度は適切
であったのかと反省もするのである。
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